































































































































































対象は，奈良県 A 小学校 6 年生 1 学級 22 名（男児 12 名，女児 10 名）の児童。活動実施時期は，
201X 年 6 月中旬である。22 名全員のワークシートを分析に用いた。本活動は，学校長の了承および
担任教師の協力の下実施された。
????????
活動は，通常の授業時間 45 分間を使って行われた。児童は，始めの 10 分間で目標の確認や活動内

























ⅰ） 「資料③では 2008 年の方が水がきれいになっ
ているため」という記述があること









158 小学 6 年生を対象とした体制化の使用状況を把握する教材開発とその検証（遠田）
を分析した結果，児童は以下の 5 段階に分類された。
段階 体制化の使用状況に基づく分類 人数および学級に占める割合（％）
1 段階 基本的な群化の使用に課題がある段階 7 名（31.8％）
2 段階 基本的な概略化の使用に課題がある段階 6 名（27.3％）
3 段階 高次な群化の使用に課題がある段階 3 名（13.6％）
4 段階 高次な概略化の使用に課題がある段階 2 名（ 9.1％）
5 段階 高次な概略化の使用が一部または完全に可能である段階 4 名（18.2％）
? ?　児童のワークシートの記述を元にした分類
段階
問 1 問 2 問 3　選択部 問 3　記述部
基本的
な群化 基本的な概略化 高次な群化 高次な概略化
1 段階





















































































































































































































160 小学 6 年生を対象とした体制化の使用状況を把握する教材開発とその検証（遠田）
? ????????????????????

















































問 3 記述部（高次な概略化の使用状況を確認する問）において，一部または完全に正答したのは 4
名（学級の 18.2％）いた。このうち，部分的に正答した児童は 3 名（学級の 13.6％），完全に正答し
た児童は 1 名（学級の 4.5％）いた。部分的に正答した児童 3 名は，問 3 記述部においてニホンイシ
ガメの減少理由について資料③を元に言及していた。回答パターンは，「もし水質汚染でいなくなっ
たのだったら，きっと 1988 年より 2008 年の方が水が汚いと思うが，資料③では 2008 年の方がきれ












作成した問題を児童に実施し，体制化の使用状況を分析したところ，問 1 または問 2 で誤答し，問
































回の研究は，1 学級 22 名と小規模なものであった。今回の結果を裏付けるためにも，今後は他の学
級に対しても実施していく必要があると考えられる。
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